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【論文内容の要旨】

本論は、1930年代の日本映画の主要な作品の分析をとおして、映画に描かれた近代女性の表象について検討し

ている。映画に登場する女性には、二つの主要な類型が認められる。一方のそれはモダンガールであり、他方のそ

れは良妻賢母である。さらに、映画のなかには両者の中間形態もみられるので、これを曖昧な女とみて、二つの類

型の混ざりかたにも注目した。研究を進めるにあたっては、以上三つの女性像について各二作品を取り上げて、全

六作品すべてについて、物語構造の分析ならびに映像表現の分析をおこなった。結果として、映画作品の女性の描

きかたのうちに家父長的な眼差しが読み取られた。

モダンガールは、1920年代から日本で盛んに言われ出した女性像で、西洋の思想文物を熱心に取り入れ、モダ

ンな生活を志向しており、新しい消費の主体として登場した。モダンガールは、当時の人々の好奇の対象だった

が、家父長制をゆるがす危険をはらむ存在として潜在的に敵視されていたことが、映画作品の形式面にも現れて

いる。たとえば、物語構造の中間点において、モダンガールは生きにくさを自覚するも、生きかたを変えられず、

家族から見放され、男性から見放され、社会の制裁を受けて、蒸発するパターンがみられる。映像表現では、カメ

ラがモダンガールを疎外するかのように、フォーカスしなかったり、動きを追わなかったり、正面から表情をとら

えなかったりする。

 良妻賢母は、旧来の日本女性のタイプとみなされやすいが、高い教育を受けている点において、一般に思われ

がちな貞淑な女性像とは違う。近代国家は、家庭のなかで国家に貢献できる人材を守り育てる役割を、良妻賢母と

いう教養ある女性像にゆだねようとしており、松竹の大衆映画もあきらかに良妻賢母にくみしている。映画のな

かで良妻賢母はほとんど主要人物として登場しないが、モダンガールと対比される存在として描かれ、結末はた

いてい良い状況におさまる。映像表現においても、カメラは良妻賢母の姿をしっかり見せるよう配慮している。

曖昧な女は、上記二つの類型の中間に位置する女性であり、類型というよりも実態に近い女性であると考えら



れる。当然この曖昧な女について共通の特徴を見出すことはできないが、映画作品において一定の役割を果たし

ていると考えられる。モダンガールと良妻賢母のあいだに浮遊する曖昧さは、西洋の物質文明への身近な憧れを

かきたてながら、その生きかたの不安定さは、女性の新しい生きかたへの不安をかきたてるのに十分である。場合

によっては、モダンガールが最後に良妻賢母に落ち着くなどの成り行きをとる場合もあり、良妻賢母への潜在的

な加担をここでも指摘できる。

【論文審査の結果の要旨】

 日本の映画史研究において、1930 年代の文化状況に着目した意義はとても大きい。1930 年代日本において、

モダニズムの語によって知られる新しい文化が広がるなか、民族主義の高揚によって本来相対立するような思想

文化も強まったからである。日本では、欧米から流入してきたモダンな文化はかならずしも旧来の価値と対立す

るわけでなく、既存の通念と折り合いをつけてきた側面もある。本論は、大衆性の強い映画をとおして、当時の文

化状況の一端を明らかにしている。すなわち、モダンな文化への憧れはじつは上辺のもので、家父長的イデオロギ

ーが映画作品の形式にまで浸透しているさまを描き出しており、緻密な映像分析に裏打ちされているぶん説得力

のある議論をおこなっている。

  本論の優れたところは、1930 年代の松竹映画６作品を選び出し、各作品について二重の分析を駆使して、踏

み込んだ考察をしている点である。物語構造の分析では、３部５段８場の組み合わせによって、漠然と把握されが

ちな筋の構造について法則性を見出すのに成功しており、３種の女性像の振る舞いのパターンを見出している。

映像表現の分析では、ボードウェルのスタイル分析をわがものとし、見過ごされがちな映像の細部にまで目を行

き届かせている。大変労力のかかる作業だが、膨大な分析結果に埋もれずに、明快な論理構成をとおして一定の結

論を導きだしており、筆者の映像研究者としての卓越した能力をしめしている。

本論は、注を見るかぎり多くの先行研究にあたっているが、ジェンダー論の見地からすると、幾分古い議論を

繰り返しているようにみえる。高望みするならば、現代のジェンダー論をおさえて問題を立てて、現代のジェンダ

ー理解に一石を投じる結論を引き出してほしかった。またじっさいには、本論に近い映画研究はあったと思われ

るので、女性像分析にかかわる現代までの前例を多く紹介したほうがよい。また、本論文の詳細な映像分析は、高

い説得力を発揮しているが、映像がモダンガールを疎外しているという各所の解釈はやや強引な印象をあたえて

いなくもない。映画会社の松竹の傾向ならびに、映画製作者のプロフィールを証拠として、議論を裏づけることが

できれば強い説明になると思われる。また、映画に描かれたモダンガールは作られた典型であって現実に存在す

る女性でないと説明されているが、実社会との関係はやはり気になる。相互作用のメカニズムを解明する視点が

あればなお高い評価を得ることになったであろう。

以上のような問題点が指摘されたにせよ、到達した成果のうえに要求される事柄である。本論文は、映画作品

に真摯に向き合って詳細な分析をおこなっている点で、芸術研究において不可欠な能力があることを証明してい

る。問題の設定においても、全体の構成においても、議論の内容においても、学術論文らしい堅実さを表してお

り、博士（文学）の学位にふさわしい水準にあると認定する。


